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吋 藷忘 足 深点菩 （智忌共母十四楽し/;)

イギリス古劇の詩形筐ついて

中山竹二郎

シェイクスピアの制作的技巧の中特にその詩形の展開の跡をたどつてみると一ー一 習作時代から邸熟境に到る間の

数多き彼の作品の中に用ひられた韻律、脚糾などがかの巨匠の手によつて如何に取扱はれたかを通散考察 してみる

と、そこには因製の脳維より漸次離脱してゆく 過程が認められる。 詩形に拘束され、 斧館の痕の多い生硬さから、ょ

り自由な、より自然な表現への進展が跡づけられる。内的律動のより大なる奴屎のために、 佃統的の形骸的の詩形が

罪純化され軽視されて行った経過が見られる。例へば初期の悲剌Romeoand Julietに於ける脚脹の百分比は17である

に鉗 し。 後期の悲制 Iく:mgLearのそれは価に3である。更に著しい封照は初期の Love'sL a.b~ur 's Lostの同百分比

の62に酎し晩年のTheTempestのそれは 0.1に過ぎない。 反之 overflqws即ち run-onlinesは後期になるほど比率の

高 くなり、 1594-5年のTwoGentlemen of Veronaが12を示してゐるに鉗し1609-10年の Cymbelineに於ては 46に昇
(l) 

つてゐる。

([) E. K. Chambers: William Shakespeare, vol. II. pp. 399 &. 401. 
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まことに初期のシェイクスピアは脚韻の魅力に惑はされ、不自然な非演劇的な詩形に心を惹かれたかの如く思はれ

る。 Love's Labour's Lostなどにはこの1項向が著しい。 Act I. Scene iをとつてみるに、 最初のKing 以下三廷臣

の speechは夫々 coupletで終る，それから 1.60までの鉗話は couplets で紹き、さらに 11. 61-64は abab と

押韻された quatrain、これに次ぐに一の couplet及び一の triplet(11. 67-69)を以てしてi/;;Jる。猶ActIV. Scene iii 

に於ては Bironと King等の間に辿取りされる科白が quatrainsで七十敷行も緞く (11.214-289) といふ珍らしい

現象をわれわれは見るのである， The Comedy of Errorsに於ても脚服が屈々用ひられる。しかし此底IJに於ては阻雑ll

が役や場合に應じ使ひ分けられる。 『交互押梱の cinquepace(五脚行）を以てする精巧な quatrainは Antipholus

s. と Lucianaとの lovescene に専ら用ひられ、 couplet verse は彼女とその姉との 劉話 に用ひられる。 また

Adrianaが夫君を巽めるには blankverseを以てし、 冥想のときは quatrain(IV. ii. 1, 25, 63)が彼女に許されぶ』

かかる工夫を加へても結局脚甜は歌謡的または抒術詩的tc:るを免れない。シェイクスピアの技巧が進むにつれ脚糾

への拙・心が失はれたばかりか、詩形の拘束から超越し、一の verse(或は line)の長さに鉗しても自由を求めた。 科白

が不完成の行で終ること、行の終 りで意味が器らないで次の行へ直ぐに進むこと (enjambement或は overflow)及

び行末に強勢を骰かないこと (lightand weak endings)たどはシェイクスビアの後期の作品に多く見られる現象であ
(2) 

る。シェイクスピア劇魯卸しの年代順を決定するに重要視される metricaltestは大個に於て、 彼が詩形に於ける帖l

製的な束縛より漸次に解放されていつた過程を示してゐる。

以上シェイク スビアー個人の中に認めた傾向を我々はイギリ ス劇文狼全憫の疲生展叫の中に見出し得ると、思ふ。

(I) Sir George Young: An English Prosody, p. 175. 

(2) Cf. A. C. Bradley: Shakespeai・ean Tragedy, NOTE BB. 



即ち 叫 イクスピアが脚服の拘束から段々自由になりblankverseもより自由奔放となった如 く、イ ギリス劇の詩形も

複雑な rhymeschemeによる stanzaform が漸次崩れ、 より箪純な脚韻を取 り、 後には煩は しい不自然な脚韻を

一蹴して bla咄 verseを採用 し、 また散文とも舞森・上の科白にH:Jひるに到つた。たゞ し制文婆史上の現象は必すL

も古いものが死滅して新 しい ものが起るといふのでな<,古いものが新しいものと並んで存在を絞けるこ とが）屈々 あ

る。帥秘制 (mysteries)が衷れた後に道徳殷IJ (moralities)が預生 したのでないやうに、rhyme力磁止されて blank

Yerseへ移つたのでない。 シェイクスビアの少年時代或は徒弟期に於ては、 一方には高昭的なラテ ン雌繹劇が宮廷や

疇協會の廣闇で旗ぜられ、他方では背ながらの宗靱判が町の辻で市井の俗衆を喜ばせてゐた。 これを詩形的に見れ

ば blankverseあり、 coupletあり 、散文あり 、また 9linesのこみいった rhymeもある といつた有様で、イギ リス

國民が過去二三百年に亘つて閤瞼 した様々な表現様式が宵年詩人の前に羅列され，その取捨を・ーに大天オの裁址に任

せた形であつたともいへよう， しかし特殊の coterieの趣味主張は如何であったにせよ、 剌拉の進むべき新しい方
(1) 

向は既に定ま つてゐた， 'iyggingvaines of riming mother wits'(「韻を弄するオ子どもの戯れ踊る口跡）に反抗して

起つたJr,IJ文拉の鬼オ・l¥1arloweはイギ リスの制の将来のためにその詩形の定型を示 した。そ してこの Marlowe こそ

シェイクスピアの最も傾倒したf:t1il1£であった。勿論シェイクスビアはその外に もLylyとか Kydといふやうな劇拉の

先却からも大に駆んだに違ひないが、披も 多くを Marlowe に投ふてゐる。要するに修業時代のシェイクスピアは稲

靡(!多な詩）f紐に接したであらうが． そのあるも のは中・II!:以永の惰勢に辛ふじて徐命を保ち、あるものは俗耳を悦ばす

のみで新興演1矧」の熱術的表現の具としては不適裳であり 、結局 l¥1arloweの革新になる詩形を跨製し更にそれに新エ

(I) Tamburlaine, Prologue, 1. 

夫を加へることにより彼の藝術に完全性を加へたのである。
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しからば Marlowe より前のイギ リス制は如何なる詩形を とつたか、これ本稿で取扱はんとする問題である。

十六枇紀末．十七泄紀初頭に極盛に達したイギリス制はその起源を中泄の数合の中に見出した。殊に詩形的穀蒻'iよ

りして典味ある ことは中批数合の談拝に用ひられた'.11!1 唱歌 (antiphons) の中に浪1椰IJの芽生へを疲見することである(1~。

これは恐らく長い間イギ リス制の釘話が歌はれ、少〈とも則吟されて、抒梢詩的な或は歌謡的な旋律の拘束の中に饂

かれた一因をなすのではあるまいか。民謡や抒惰詩の詩形が削の科白に用ひられたところを見ると、節までも流行歌

などから取って歌はれたのではないかと屯＇像される。 とにかくイギリス股！］に於ける proseや blankverseは十六泄

紀の文磁復興の潮に乗じイタリア或はラテンの1棚ljから移入されたものであり 、古舷IJに於ては科白は必す脚副］を踏んだ

韻文であつた。

さて脚韻と ともに重要な詩）核上の嬰素である格律 (metre) に就て考察を進めよう。そ して二の全く 異つた詩形上

の原則をそこに見出す。ーを Germanicと呼ぶなら、他は Romanicと名づけられよう 。アングロ・サクソン民族が他

のゲルマン族と共通に持つた他統的の作詩法は前者であり ,Beowulfにその典型を見るぶまた中批英語の時代になっ

てフランスその他大陸の文熙から昂以んだ詩m、例へば Chaucer以来 Spenser,Pope, Keats等近代詩人に於けるそれ
は後者である。 これら附原則の特徴を概括して云へは＼ゲルマン風の詩形には璽さと力強さがあり 、ローマン型は明る

さと睫快さを有つ。そ して沈重なアングロ・サクソン民族は1恥統的な古い詩形に強い親和力を見出 してゐたら しく、

かなり根強く 詩的活動の具として愛着を持たれ、 M.E. 時代に降つても ラングラ ンドの女nきア ングロ・ サク ソン的な

詩人はさらなり 、本来が外来藝術であった雁,1,秘制の作者も多くこれを用ひ 、 更に下つて十九i1!:紀に到つて•も浪没派の

詩人はこの國梓的詩形を、mqdifyされ refineされた形に於て用ひてゐる。

, Ii Cf. E. E. Chambers:'f/ze Mcdiaevnl Stage, Chapter XVI]l: 



この二つの原則の差異を極めて簡箪に述べよう。 Romanicの詩形は一定敷の syllables と stresses との相互的闘

係に原則を置くに封し、他統の古い詩形は syllablesの数を限定しないで、 stressesと alliterationsをその構成要素と

し、 rhymeは踏まない。絃では Beowulfなどからその正統な形式の例を とる煩を避けよう、本諭に入って宗敢lllJの

中から modifyされた形を引用する機會があるであらうから。要之古いゲルマン型の詩形は OldEnglish時代をその

極盛期として、 MiddleEnglish I口於ては藷型が時に復典したが漸次衰微し、 十五六泄紀頃には新哲而詩形がかなり

混用された。今日佃はる宗教劇には純梓な古）l虹も炒く、また規則正しく用ひられた外来形も稀である。

第十五祉紀までのイギリス殷ljは概して廂iii秘底IJ、道徳制などと呼ばれる宗数的のものであった。イギリス北部の都邑

York市で演ぜられた YcrkCycle或は YorkPlaysはその規模の大きい賜りに於て宗数制の代表と目されるが、詩形

的に観てもこの Cycleは稲々の形式を具へ撰味が多い。 LucyToulmin Smith の研究によれは•この Plays を通じて
Cl 1 

加られた stanzaforms は二十二種に及んでゐる。 試みにその第一制 TheCreation, a11d the Fall of Luci/, け の

最初の「神」の獨白を onestanza引用しよう。

I run gracyus and grcte, god withoutyn beg5nnyng, 

I am maker vnmade, all mighte es in me, 

I am 15fe and w:1y vnto w6lth wynnyng, 

I am f6rmaste and f5rste, als I b5d sall it b6. 

My bl5ssyng o bl6 sall be blcndyng, 

And hさldandfro J泊rmsto be hydande, 

(Iヽ YcrkPlays, Introd. Ii-Iii. 
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My body in・blys ay abydande 

Vni!ndande withoutyn ii.ny i!ndyng. 

の如く初めの四行には stresses の敷が各々四つであり、第二 quatrainにあつては三つである。又 alliterations は

gracyus : grete: god: begynnyngの如く一行の中に四つ）り至三つ用ひられてゐる。そして ababcddcと判暉してある。

かかる詩形は新しい型ど祖い型との混渚である。即ち上掲の例によれば一つの verse (或 は line)はsyllablesの

数によらないで beats(stresses)によつて規定される。且つalliterationsを成立要素とする OldEnglish型の原則に拙

つてゐながら verse の終りに rhyme を踏んでゐる。 これは metre の性質上重くるしいリ、ジムを持ち。 且つ

alliterationsとrhymesの併用によつて装飾要素の過網を感ぜLめる。況や rhymeschemeの複維さは到話の前動性

を阻み科白に狐徊的の悪効果を典へる。そして天上の訓Iも、細1訊に墜ちて叫吟する Luciferも同 じ詩形で獨語し鉗話

する。役によつて型を更へる試みがない。全く非浪制的である。 勿綸これは痰展完成された形に於けるイ ギリス廂ljを

知るわれわれの観黙から言ふのであって 言 裳時の観客 —淵UIH·な所作に興じあくどい匠ど飾りたてた衣裳を喜んだ

叩 U:のplay-goers-—にとつては稚拙な科白に音楽的な愉悦を見出 したのでも あ らう。

この stanzaformは YorkCycleの第一I即ljの外第四十劇及第四十五），即ljに用ひられてゐ るが、 或る殷ljはそれり蜀特の

rhyme scheme を有し、 併せて二十二種を笛［する。 Yorh以外の cycle i神秘制 Towneley,Chester等にも多様の

stanza vVTlは共通の現象であ る。 のみならす箪ーの制の中に於てさへ詩形の混沿 を見る。 例へは:Towneley (I) 

第二十九制は総行数僅に411に過ぎないがその中には十三行の ababbcbrd eeedより四行の abab Iて 到 る ＋•四の殊る

stanza formsが維然と相裔しれて用ひられてゐる。

かかる詩形の不統ーは何に因るのであらうか。一般にイギ リス宗敢制の数師であつたフランス訃秘制が統一された



(!) 

詩形で書かれたのに鉗し、英國宗数）象IJは前1j1秘剌といはす、道徳刺といはす不規則不統一を極めてゐる。これはそれらの

削が外國の醜繹模倣でなく、イギリスの作者の箪になることを示すものであり、 反之例へば道徳劇 Everymanが比

較的陸つた詩形を有つたのはこれがオランダ制の醜褐たる事質に起因す・ると解繹すぺきではないか。-閣にイギリス

の作家には所期の効果さへ得られるなら規則の拘束など無親して顧みないfl:Ji向があるやうに思はれる。 Sackville及び

Nortonのやうな古典的な高踏的な作家がその作Gorboducに於ては所謂三一致の法則に服従してゐたいこともその一

例であらう。しかしかかる國民性といふ理由だけでは解繹できない厄ど宗教劇の詩形混裔Lは甚だ しい。それは宗教劇が

多くは箪ーの作家の意岡による制作ではなく、幾多の作者の合作或は前時代に饗卸された磁本を次の時代の作者によ

つてヵ嘩改蹴されて側はつたために、各作者や各時代の嗜好が用語や詩形を恣に愛へたことにも起因するであらう。

営時削文學にはそれ自身の詩形がなかつた。 Marlowe以後は blankverse が制文學の椋準的詩形となつたし、

二十ill:紀の制作家は邸質的な散文を到話の定型としたが、 中泄宗数劇の作者は不幸に して拙るべき型を持たなかつ

た。だから殷IJ文駆以外の抒l府詩や民謡や物語詩などからその額律を借りなければならなかつた。 例へば Towneley 

Plays 中には十VJり・Ut紀に流行しその末葉 Chaucer時代には既に殿れかかつた romancesの常套的韻律で書かれた

stanzasがある。 Chaucerの Sir Thopas の stanzaformと Towneley の第七制のそれとは metreといひ rhyme

schemeといひ、全く符節を合はせるやうである。

TOWNELEY, VII. (1).19ー 41. [ SIR THOPAS, 1-6. 

I warne you well that same prophete I Listeth, lordes in good entent, 
Shall com hereafterward, full swete, And I wol telle verrayment 

Cl) L. Toulmin Smith (ed): York Play・s, Introd. 1. 
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And many meruels shew; 

Man shall fall till his feete, 

For cause he can bales beetc, 

Thrugh his awn thew. 

< 
Of mirthe and of solas ; 

Al of a knyght was fair and gent 

In batail!e and in tourneyment, 

His name was sir Thopas. 

C 101(10 

また YorkPlays中の韻律的手法には LaurenceMinot の影密と思はれるものもあず。また TheBurial of Christ 

なる前,11秘劇中の一部には古い蛮母綾諧歌に於
(2) 

、けると同じ burden が見出される。その他 To珈neley 中佼れた数篇の

metre及び rhymescheme abababab cdddc は裳時の lyricpoetryのそれらに甚だ近い。 要するに制詩としての定

型を有たない宗数刺の作者は詩形について全く 暗中模索の有様で、利用し得る形式は蛮俗何れを問はす種々の歌謡よ

り取って用ひたと見るべきであらう。

かうして用ひられた stanzaformsが如何に脱ljには不適賞であつたかを示すために TowneleyPlays中の Secunda

Pastorum の中から--咽りを引用しよう。

Bot abowte you a serkyll / as rownde as a moyn, 

To I haue done that I wyll / tyll that it be noyn, 

That ye lyg stone styli / to that I haue・doyne, 

And I shall say thertyll / of good wordys a foyne. 

On hight 

(1) Ten Brink: English Li.teァatur~, II,272. 

(2) F. J. Furnivall (ed.): The Digby Plays, xv. 



Ouer yome heydys my hand I lyft, 

Outt go youre een, fordo your syght, 

Dot yit I must make better shyft, 
(!) 

And it be right. (JJ.278-86.) 

この rhymeschemeは便宜上ababababcdddc或は aaaacdddcなる公式で表はすとする。 abは各々四同、dは
bbbb 

三l可も繰返されてゐる， かく 多行に亘 り同一韻を路むことは作詩上困難である。現に ddd に於て破綻を露はしてゐ

る (lyft : syght)。 それのみか韻のために語法が歪められ、 用語が不自然に流れる。二行目の 'done'が次行では

韻のために方言形の 'doyne'に斐へられ. ILLJ行目の 'afoyne'の位罹が正常でない。 「仕事が終るまで」の意味が二

行目三行目に重複して表現され、七行目にも同餘の冗句がある。且つ三行を さしはさんで：cc と押韻することにより

stanzaの終 りにいたりても聯想は数行前に逆行 し、従つて鉗話な り、思想なりがなだらかに前進しない。 要之かかる

stanza formsは削文媒それ 自身の中に痰生した型でな く、他種の文熙からの借物であ芦。 この SecundaPa.~torum の作

者の如き天才的喜劇作家は詩形の拘束から放たれたなら更に傑れた作品を茂したであらうとさへ想像されるのである

綴嬬lj特に組合所演の帥秘刺に於ては韻律ばかりでなく用語文個までも作者自身の趣味や創意を拘束する要因が存

在したらしいが、 moralitiesになると個人的色彩が加はり、 中には學者或は詩人が藝術的自覺を以つて創作したもの

も見受けられる。 KingHenry VIIIのPoetLaureateであつた JohnSkeltonのものした道徳劇 Magnyfycenceはそ

の方面で好個の一例である。此制に於ては metreといひ rhymeといひ様々の綾化が工夫され新機軸を出してゐる。

(1) George England (ed.): Tmunele.'.)'Plays. 125. 
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その重要な咄は歯来の宗教制の常套的の verse で あった脚韻附• 四強勢の Germanic型長行と Chaucer式八綴型の

短行とを併用して軽重雨調を使ひ分け、荘重な効果を出さんとするときは仰統的の heavylinesを用ひ、 轄快な感じ

は regular versesで表はすといつたやうな試みがなされたことである。 又脚朋に於ても Chaucer式の rhyme 

royal や coupletの外に Skeltonの獨創的な repeated rhyme (或は leash)を用ひた。例へば

A byrde full swete, 

For me full mete ; 

She is furred for the hete 

All to the fete ; (11. 976-79) 

の如き stanzaがそれである。

Mysteriesから moralities,moralitiesから更に interludes(間狂言）へと展開するにつれ、 劇はその取材に於て宗

数的束縛から漸次解放され、・interludes は既に secular drama に近づいた， そして詩形的に見て interludesは

概して moralitiesよりも箪純になつたことは明かである。詩形の箪純化は劇詩を因製の形式から自由に し、 その表現

をより自然的にならしめる。 Interludesは中世の宗数制が近代の regularな、 secularな制へ推移した過渡期の藝術

であるが、この過渡期的な領向は詩形的観貼からも見られる。

Henry Medwallの Fulgensand Lucresは近年の再登見によりイギリス最初の) secular dramaたる榮界を招つて

ゐるが。 詩形として相常複雑な stanzaformsを用ひてゐる。 荘重な場而には七行よりなる rhymeroyalを用ひ、反

之軽快な氣分を出すには aaabcccb或は aabccbと押韻する六行乃至八行の rhyme couceを使つてゐるが大個に

於て仰統的の型を出てゐたい。



-̀

John Heywoodは interludesの作者として傑出し、シェイクスピアの遠い先駆者のヰ．！では・技個の仮れた1剥詩人で

ある。彼の作 TheFour PPに於ては n1.etreは比較的規則的た四脚の verse(X _:_ XこX_:_ X _:_)が用ひられ、 /jlj

の始め終りの prologueと epilogue にあたる所はや L複雑な stanzaforn1. をなしてゐるが、大儒は coupletsであ

る。彼の他の作 JohanJohan, The Play of the Wetherなども coupletsが主要部分を占めてゐる。

第1プ濯：紀の中薬になる と初めて regulardramaがイ ギリスに出現した。NicholasUdallの喜l長IJRoister Do-ister 

がこれである。古典制の強い影恕の下に、act,sceneの分け方、 unitiesの法則などの取入れられてゐる此制の詩形

は如何であるか，まづ prologue は ab必 beeと照を踏んだ七行の stanzasからなる。一開 prologueを rhymeで

飾るのは文首を capitallettersで始めるやうに極めて常套的手法である。 脚本閥は しかし coupletsでirいてゐるc
宗数制に比し詩形の統一が進んだわけである。しかし n1etre は甚だ不規則で、 syJ!ables の数十一）り至十四あり 、

stressesも五或は六ある。例へば

I haue tfLke my leaue, and the tide is well spent. 

I die except thou Mlpe ! I pray thee, be content. (I. ii. 19-20) 

の如き linesは如何に scan すべきかに苦しむi夜どの裔頃tさを示してゐる。 Alexandrineらしい所もあるが、 これら

の lines は散文を適宜の長さに裁断しその行尾に rhymeを附加 したと もいへよう。 結局詩形に腕する限り この新刺
Cl) 

には特に革新の跡を見ない。

(I) 或は此測の行を four-stressverse と I~することも可能である。こ の見方によれば上術の引用例は Ihave t,ike / my leave, 

I I and the tide / is well spent/ I die/ f;)Xcept thou helpe ! / / I pr:1y thee / be contentと ~can される。 (Cf. Sir 
George Young: An枷 '[JlishProsody, p. 143.) 
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Roister Doisterに次ぐ初期喜剌 GammerG;,rtons Nedle (1559-60年？）に於ても同じ失望を感する。

Gods soule, see how this stuffe teares (I. ii. 5.)の如く 7syllablesの行もあり、

For I will into the good-wyfe Chats, to feele how the ale dooth taste. (1. ii.) 

のやうに16syllablesの多きに巨るのもある。 OldEnglish式の nativemetreである。 Rhyme schemeは最簡箪な

coupletが大部分を占めてゐるが、 ababbの女JIき stanzaも交つてゐる（例 V.ii. 1-5)0 

さる Masterof Artsの箪になり Cambridge 大駆で上浪された此制にして詩形の稚拙かくの女l」しとすれば大儒嘗

時の獣IJ爵撹の趨勢を紐ることが出米よう。また大凡 1564年所演イギリス最初の tragi-comedy と稲せられる Damon

and Pithias は大媒紋育を受け裳時宮廷方面で制詩人として令名のあつた RichardEd ward es の作であるが。 その

詩形は糾律上の確乎たる原則がなく、大閤 RoisterDoister の流を汲むものであるが、更にそれよりも掘雑な傾きが

ある。 1564年といへばシェイクスビアの生れた年であるが Elizabeth女王の宮廷やLondon の市民は斯る貧弱な粗野

な韻律による科白に憐足する外はなかつたのであらう。

シェイクスビアに l'vleasurefor 1¥/leasureの素材を提供した Promosand Cassandra (1578年版）は GeorgeWhetstone 

の箪になる。彼になると剌詩の梢造や用語に到する藝術的反省が力nはつて来た。彼はイギリス刺が時や場所の法則を

無視するのを難じてゐるばかりか、科白が人物の性格に合はす、同じ稲類の speech をあらゆる人物の場合に用ひら
(!) 

るることに反財した。 Promosand Cassandraは全篇を通じて詩形上の規律が保たれ。その verseは Alexandrine と

decasyllabicを併用し、 decasyllabicは coupletになつた所もあり、 abab と押韻 した部分も ある。登場人物の身分に

よつては故に詩形の崩れを出し、 尊貨な人物の科白には blankverse を用ひた bして、性格への調和を岡つた。

(!) A. W. Ward: E1iglish Drama/fr Literature 1.216. Note. 

，
 



第十六祉紀も亜悲と過ぎ。年若いエリ・ザベスがイギ リス王位に上つてからnnもない六十年代になると、古典制イや
タリア文學の刺快が強くなり、 悲刷に喜殷IJに新しい形式の科白が試みられた， 悲制に blankverseの荘翫さが認め

られ、 喜洩IJに proseの自然さが登見されたのはその最たる ものである。 l!'iG6年 Gray's Innで浪ぜ られた
Cll 

GascoigneのSupposesは Prologueから終茄まで散文で通してゐる。イギリス朕ljとしては全く型破bのこの撒文喜麻IJ

はイタ リアの Ariosto原作 ISuj1positiの躍謡或は醜案刺である。散文を喜殷ljに用ひたのは Ariosto などイタリア

作家から始まつたので、それは Ribbienaが自ら主張した如 く ''more natural for the familiar speech of comedy 
(2ヽ

であった， しか しイ ギ リス の 1,~IJ堕一般はいの Gascoigne の試みに追従 し よう と はしなかつた。 Lyly の Campaspe、

(1579-80?)が出るまでは、 イギ リスの作家は相焚らす側統的の古形を艇守し、 或は Plautus, Terenceの韻文刺を

範と仰ぎ、折角イ ギリス國土に将冴とされた散文制に眼を向けなか つた，

職階級のすさびに過ぎなかつた。

SupfJoic•s は Gray's Innに於ける上流姉

Renaissance 以来外國の制文辱澤殊にラテン制が若いイギリス人の間に限ばれ 、その影啓は悲制に喜朕iJに現はれたが

これら外國感化を受けた制は詩駆的観黙からすれば二の流派に分ち得る と恩 ふ。 ーは RoisterDc-isterの如 く古典

制を若干梨びながら,fiJj,統 と妥協 して ゆくもの。 (ThomasPrestonの Cambisesゃ R.B. の Apiusa11d Virginia 

はその囲材こ七古典的であるが手法には中拙宗数i~ljの側統をそのまま取入れてゐるところがある。これは法學協會な

どで鉗客の賊唸のみを目的とするのでな く、 publicstageに上梱のため自然民衆の趣味を顧慇しなければならなかつ
(3) 

たからであらう 。）他の一派は底昭的で急進的であ り、在来の詩形を全く放榔し、大衆の嗜好を度外親して新 しい手法

(1) 

(2) 

(3) 

Actus I. Scena iiの終 I)に good:roodの押設がある。 111しこれは偶然と見られない こと はない。
R. vV. Bond (ed.) : Eady Plays F杓 111the Italian, Introd., xiii. 
Cf. J. W. Cunliffe (ed.): Early仰 glishClassical Tragedies, Introd., !xx. 
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新しい詩形を制文振の上に立てようとするものであ る。

The first regular English Tragedyとして、 また thefirst English Drama in blank verseとしてイ貧名な Gorboduc

は第二の流派に屈するものである。 初梱は 1561-2年クリ スマス餘興として Inner Temple に於て畜 第二囲は

Elizabeth 女正の御前旅出であつた。想、ひ切つた詩M上の新機軸もかかる環境によるこ とに注意すべきである。

Gorboducは blankverse で饗かれた。 但しL~IJ 中 の Chorus には何れも abad 或は ababcc たる rhyme schemeが
ヽ

用ひられてあるが metreは本文と同じ( iambic pentameterである。Gorboclucの文的韻作は古典派の批評家逹に

よつてこよなく稲讃された,Philip Sidney は '•Full of stately speeches, and well sounding Phrases, clymmg to the 

height of Seneca his stile" (An Apologie for Poetrie) とたたへ、十八批紀の Pope も ''thatchastity, correctness 

and gravity of style which are essential to tragedy''を具へる ものとしてこれを稲證してゐる。しかし又他方には J.
(I) 

A. Symondsはこ の制詩を "tamein cadence and monotonous in structure"と評し、Swinburneの如きはこの詩を

blank verseに非すとなし、 "Therecan be no verse where there is no modulation, no rhythm where there 1s no 
(2) 

111usic" とさへ言つてゐる゜腐際この後に登展完成された blankverse と比較 してこ れを諮むとき Gorboducの

verse は典雅な静けさはあるとしても、 箪調に附してカ7)足りなさを感する。例へば

I meruaile much what reason ledde the king, 

i¥lJ:y father, thus without all my desert, 

To reue me half the kingdome, which by com;c 

Of law and nature should Temayne to me. (JI. i. 1-4.) 

(I) Shahspere's Predecessors i,i-tltc English Drama. p, lS'l. 

(2) 11 Study of Slwllespere. p,29 



の女I.Iき韻律の中に宵年の激術の現はれを見出し得るであらうか。要之イギリスの詩形中最も歴史の新しいblankveser 

がこの制詩に於て blank ve1・seとしての機能を充分に灸即してゐない。その原因としては。所謂 'run-onlines'が

比較的少く、 lineの終りに句店の切れ目が裕ちること、 lineの中途で科l年のやりとりが行はれることが少いことや

科白の冗長なことなどが考へ られる。 ・

とはいへ Gorboduc は新詩形を唱道したために1!躙lj詩拉に大なる寄典をなした， tこしかに一方面に於ける革新の蜂

火であった。第十六世紀の六十年代から七十年代にかけて Gorboducの手法、精帥に倣つて blankverseで瞥かれた

古典的悲制の中には Jocasta,Gismo11d of Saleme, The Misfcrtu11es of Arthurなどが著しい。 殊に Arthurはその
ll) 

verseの流れが Gorboduc に仮 りて和暢であり、 またラテ ン作家 Senecaの stichomythiaの模倣を試みた黙で

作註 I::一進歩を示してゐる。 例へば ActLI. Scene ii I口於ける僣王 Mordredと諫臣 Conanとの到話：

肛ord.The hugest crimes bring best successe to some. 

Co11a. Those some be rare. iVlord. Why may not I be rare ? 

Cona. It was their hap. lVlord. It is my hope. Cona. But hope 

lVIay misse, where hap doth hurle. l11lord. So hap may hit, 

,vhere hope doth aime. Cona. But hap is last, and rules 

The stearne teane. Mord. So hope is first, aud hoists the saile. 

Cona. Yet feare: the first and last doe sielde agree. (Jl.95-102) 

の如く急テンボに科nの受渡しが行はれ 、 J~lj(![_澄刺な氣分を添へてゐる。

(I) J. A. Symonds: Shahl~/Jeare's Predccesscrs, p. 193. 
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しかし要之典雅と學識とを軍んじた古典派と、ひたすら芝居の興恋と愉悦を求めた世俗大衆の間には深い gap が

ある。その gap を檄める任務を果 したのは 、 裳時の大狼教育を受けて古典l~lj に接獨 し、 Lかも生活のために筆を執

つてロンドン市民に受ける脚本を書 く必要に遥られた劇作家述—―ー 文娯史家の所謂 University Witsの一派であっ

た。古典派によつて試みられた作制」この新手法、即滋速IJに於ける散文、悲劇に於ける blankverseなどが斯る作家の

手によつて、法駆協會や宮廷の炭間から市民大衆の舞楽へと移された。 Lyly,Peele, Greene, Kyd, Marloweはこの

流派中卸kf'C.る作家である。 かかる作家はシェイクスピアと同時代の先f在であり 、彼に最も大きな影密を典へ、 シェ

イクスビアl伎IJ/廿現の準備をした。

Lylyの制作家として最も大きい功業は散文喜劇の確立にあった。 元来 Lylyは Euphuismの開祖であり、 非常

疇 i辟に凝つた韻律的な散文に長じた。彼力：喜制の到話に用ひた散文はこの種のものであり 、従つて珀 ）の多い、 古

典をやたらに引用したり 畜直喩がすぐ飛出したりする不自然な散文である。 しかしかうした粉飾に意を用ひた文閤で

あつたから彼の散文制が成功したといへよう。既に metreも rhyme もない散文で、 しかも何の奇もない日常平易

認個であつては如何して一般民級の耳を滴足せしめ得たであらうか。華やかに貶覺に訴へるものを科白の中に求め

た play-goersの側統を無視することは publicstageでは無謀である， Lyly以前に試みられた散文制 Gascoigneの

Si',pposes は少敷知識階級のためにものしたので、散文の性質も Lylyのそれと異る。散文喜制を確立 した功は Lyly

に師すべきである。シェイクスピアは悲劇1の詩形は Marloweに負ふ所が多かつたが、 散文に於ては Lyly に永 く私

淑 した。 「Lyly制の人物の鋭い畜氣の利いた、オ氣の勝つた到話にこそ、シ＇ェイクスピアの最邸熟期の作品に於ける

活た した名科白の手本を求むべきである。例へば Rosalind到 Orlando、Benedick鉗 Beatriceのオ智競べは更なり

Hamlet鉗 Rosencrantzand Guildenstern, Kent封 Gloucesterの要j話などそうであ塁」また Lylyの散文喜瓢I]の

Cl) R. W. Bond (ed.): The Complete Worhs of John Lyly, 11. 287-8. 



影密はシェイクスピアにとどまらす BenJonsonや Fletcher にまで及んでゐ る。'.I)

猶 Lylyの散文底IJの中には多くの抒術詩が取入れられ登場人物が之を歌ふこ とになってゐる。 これは Lyly の1長1J

圏には唱歌に避する少年俳保が多かつたことも一因であらうが、散文によつて失はれた旋律 ~ 脚韻の補ひにもしたと

解し得る。 また制中の唱歌についてはシェイクスピアの ,A.sYou Like Itなどに多く用ひられてゐる ''Songs" と比

較すぺきであらう。

Lylyには散文制の外 TheWoman in the l✓.lo!ln のやうに blank verse で書いた阻IJもあるが、これに就ては絃に論

じない。また他の UniversityWitsのうち、Peeleの Arraignm四 tof Paris (1581-4年）は coupletが主で所々に飯

れた blankverseを用ひてゐる。 Kydの TheSpanish Tragedy (1588年？）には bhnkverse, rhyme, proseを併

用し、碓切れの科白は coupletで飾られてゐる。 Greene,Lodge等爾餘7)作家の詩形については特に論述すること

を要しない。 シェイクスピアの先駆者中最大の Marloweが淡されてゐる。

Marlowe は blankverse の質的改良により制詩の革新を遂げた。 1561年の Gorboducにより blank verse が

初めて舞盗のヒに持出されたが、それは典雅であり正確ではあつたが．激1府を吐露し興悠を叙するには餘りにも無氣

カであり、 箪調であった。 Marloweはこの萎靡した詩形に新鮮な活力を典へ、生氣躍動よく聴者のJlili腑を突く力を

授けた。無論これは措辟と闘係する。 "high astounding tearm~~/ 「崇高能く人を駕歎せしむる言僻」や "great and 
(3) 

thundring speech"「宏大にして殷々たる説話」 がblankverse の波に乗つて硲進する。蒻粋）と韻律とが相和して高

(1) A. W. Ward: English Drama丘cLiterature, 1. 293. 

(2) Tamburlaine, pt. I. Prologue. 

(3) Ibid. 1、i.ll. 
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揚する。かくして観劇大衆はその感激性を尚足し， 習来の 「韻を弄するオ子どもの戯れ踊る 口跡」を忘れてしまう。

Holla, ye pampered lades of Asia : 

・what, can ye draw but twenty miles a day, 

And haue so proud a chariot at your hee¥es, 

And such a coachman as great Tamburlai11e? (pt. II. IV. iii. 3980-83) 

以下の大言壮語の如きはま ことに痛快に耳染を打つ。 こは舞函上の法クトな action を作って男性的激猛を表はす。

か(b!ankverse による力、激附の表/1:」は M1rlowe 制の獨痘場であるが。彼の後年の作 EdwardIIあた りにな

ると、力ばかりでなく闘熱した韻律の流れがある。 Faustusの最後の場面の悲牡さを表はす blankverseは測た とし

て人の心に泌み来る悲剌的迫力を有つ。また M1rlowe の blankverse は形式的に必すしも正確ではない。例へば

Faustusに於ける：

O Ile leape vp to my God: who pulles me downe'? 

See where Christs blood streames in the firmament. 

One山opwould saue my soule, halfe a drop, ah my Christ. (IL 1431-33) 

の如き verses には scan するまでもな く格fl豆汲iしれを疲見する， しかしかかる崩れた胤詐ドによつ てこそ Faustus 

の浙未塊の苦悶がよ り鮮に表はされるのではなからうか。．
(!) 

また Wardが指摘してゐるや うに Ta'ltburlaiueの中に脚脹が用ひられてゐるが、これも必中しも瑕理と解するに

は及ばない。科白D中途に於ける押韻は別として．、湘切れの直前Ir:使ふ couplets(例へば 11.12r,o. r, 1 : 43.32-83) は

(1) English Dramatic Literature, I. 32ら・



舞森効果のためではないかと思はれる。 この手法はシェイクスピアの初期作品は勿論畜晩年に近い作中にも屈々見

妥 けられる （例へば Hamlet,II. ii. の終り、 Othello, V. i. の終り亀 Antony11.i. 50-51. 其他陵所に）。TheTempest 

の中にすらもこの技巧の名残 りがある (ActII. Sc. iの終 り） ところから見ると場の終 りの speech をcoupletで

飾ることは箪に因駆ばかりでなく、 空虚になる舞磁の上に餘賄を留める有効な方法ではないかと思はれる。 従つて

rhymeに反対して立つた Marloweもこの効果のために、時に coupletをその箪に許したのではないか。

以上イギリス刺文眼が宗敲劇から Marlowe にいたるまでの詩形的痰展の跡を概観するに、裔L雑から盤頓への漸次

!'1'~ 推移を跡づけることができるe 十六・llt紀初葉までは猫中泄的な陪I味さが制詩にまつは I)• 因製の総維より 容易に脱

し得ない有様であつたが、 虚女王登極後、ラテン股IJイクリア朕IJの影啓はまづ強く上流有識階級を刺戟し、やがてそれ

は一般市民の間に も及び、喜劇には prose、悲我!Jには blankverseが科白の定型としての認識を受ける趨勢にあつ

た。斯く 詩形的に登醒し改善された底lj壇にわがシェイクスピアは乗り出した。 初期の彼は猶古い詩形に鉗する愛殖を

捨て得なかつたが、やがてその煩はしさ不自然さを1吾り、全く自由な全く 劇的な形式の完成を遂げた。 シェイクスビ

アは幸逃で あった。Towne/eyの SecundaPastorum の作者が如何に喜制的天才があつたにしても、あの鴬時の劇

詩が附かれた制約の下に於ては偉大な作品は密け得なかつたであらうことは明である。
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